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家 族 名当主石副居祠 備 考
南摩弥三右工門の家族
大竹勝左工門の家族
内藤介右工門の家族
上田八郎右工門の家族
有賀惣左工門の家族
沼沢出雲の家族
300石
155石
2，200石
800石
350石
1，000石
本一ノ丁
本ニノ丁
本一ノ丁
本ニノ丁
本三ノ丁
本ニノ丁
〈城に入らんとせしも能はず〉
〈入城せんとして果たさず〉
〈城門既に閉ぢたり〉
〈城門既に閉ぢたり〉
〈門を閉められて入れず〉
＜銃丸を避けて進まんとすれども，路塞がりて城に
　入る能はず〉
・有賀惣左工門の家族は『凌霜隊始末記』179P，に拠る。
　しかるに，内藤介右衛門の家族，上田八郎右工門の家族は，〈城門既に閉ぢて〉入城できなか
ったのであり，有賀惣左工門の家族も，『凌霜隊始末記』には，8月23日，有賀の妻ひで（27）
は娘うら（1）を抱いて入城しようとしたが門をしめられて入ることができず，諏訪社へ逃げて
自刃したとあるが，ff七年史sには，
　　　　　　　　　　　　　　　ばかり　　「有賀惣左工門が妻は，二歳計なる子を背負たるが，城に入らんと追手先なる一の丁迄馳来
　りしに飛来れる銃丸の為に繁れて死したりけり。負はれたる子は，傷も無ければ，倒れたる母
　の背に在て，泣号ぶ声城壁に達して，其動く姿さへ見渡さるれど，救ふべきの道なければ，死
　に至るまで泣きに泣きたるを見遣りたる，惨状おもへば今も寒し。」（七年史二十巻）
　いずれが有賀家族の実際かは之を明らかにすることができないとはいえ，これは入城しようと
して出来なかった不幸の一例である。
　ここに特に注意すべきは，このように飛弾のため入城できなかった者である。
　南摩，大竹の家族の場合は，飛弾のためか，城門が閉じられたためかは不明であるが，要する
に飛弾を避けようとした婦女子，その他多勢の家中の者が一時に城門に殺到したため，軍事局の
方針が急に変更されて城門が閉じられ，そのために雑踏を来たし道が塞ったのであろう。
　　「入城を知らす鐘が鳴った時，何より困ったことは，西軍が既に城下に雪崩れ込んでいたこ
　とで，早くも城門が閉されたことであった。一足先きに入城した婦女子は僅か五百余人，その
　他は群集して閉された門扉を荘然と仰ぐのみであった。」（「戊辰紅涙記」「中野竹子女史略伝」）
と記されているように，当日何とか入城できた者は約500人であって，その他の者は城門が閉め
られたため，余儀なく他に避難するか，或は避難はしてみたものの結局そこで自刃するに至った
例が多い。
　　上掲の沼沢出雲の家族の例についてみるに，「（道子の姑の）貞子（86）は徒歩すること能は
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　ざるを以て輿に乗らしめ，出雲の妹ゆや子（27），同すが子（23）及僕を従ひて出づ。銃弾忽
　ち輿丁を傷け進むこと能はず。家宰鈴木勝之丞，貞子を負ひて進むこと数歩．又銃弾に中って
　起つこと能はず。旧臣内川源五之を扶けんとして又驚る。
　　道子（52）は，ゆや子すが子侍女等と共に貞子を扶けて本ニノ丁に出で，銃丸を避けて進ま
　んとすれども，路塞りて城に入ること能はず。依て本ニノ丁の裏門より庭園を超えて自邸に入
　り云々」（秋月次三編『会津藩殉難婦人の最後』）
　これも，結局，路が塞って城に入ることができなかったのであるが，これは自宅の本ニノ丁か
ら甲賀町通を進んで，本一ノ丁の方へ出ようとしたが飛弾によって二人も警されたので，道を本
ニノ丁に転じて進もうとしたが，路が塞って先へ進まれなかったので，引き返して本ニノ丁の裏
門から庭園を越えて自邸に戻ったというのである。
　後に会津の婦女隊として薙刀をもって戦って有名になった中野孝子（44），竹子（22），優子
（16）や，依田まき子（35），菊子（18）なども，みな23日朝駈けつけた時は既に城門が鎖されて
入城できなかった組である。
Il］婦女子の入城
　会津藩家中婦女子の入城は，・　22日夜の屋
並み触れによって，三ノ丸から入城するよ
うに指示されていた。したがって，大部分
の者は三ノ丸から入城しているが，中には
本丸防備の堅塁として聞えていた北出丸，
西出丸から入城を敢行した特殊の例も見ら
れ，之は婦人単身の必死の入城であって，
多くの家族を伴なった婦人の入城は三ノ丸
からであった。次に，三ノ丸，北出丸，西
出丸からの入城の変った具体例について述
べてみよう。
第1図鶴ケ城略図
　会津藩家老神保内蔵助の次男にして，神保修理の弟であった北原雅長の著『七年史』によると，
8月23日朝，入城の非常警鐘の連打された時のことを次のように記している。
　　「会城は家中に令して，事若し切迫するに至らば，非常警鐘を連打すべし，故に其鐘声を聞
　かば尽く入城すべき由を告げけれども，戦機迅速にして，火焔市街数ケ所に発するの後，漸く
　半鐘を連打しければ，老幼婦女は驚愕して僅かに衣服を更め門を出るの時は，敗兵城に入る時
　と殆ど期を同じうせり。此故に或は城門に入るを得ずして門外に発れ，或は近在に走り，或は
　一家尽く自刃しけり。
　　其城に入る者を見れば，尽く大小を帯び，或は長刀を携ふるも，他の物品を携帯するものを
　見ず。」　（「七年史」二十巻）
警鐘によって入城しようとして入城できなかった婦女子のことについては，之を各種の殉難記
によって比較的よく知ることができる。之に反し，無事入城した婦女子は500余人もあったと記
されているが，これ等の入城者の入城前後のことを記した記録は極めて少ない。
　それで，この極めて少ない入城記によって入城前後の事情や入城の経路などを探ってみよう。
これ等の中で，人間の運命の数奇を感じさせられるのは，藩老萱野権兵衛の家族の入城談であ
る。すなわち，これは当事者の萱野権兵衛の三男が後に語った話である。
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　　「私は明治戊辰の役には十一歳の少年でありましたが，籠城の前日である八月二十二日の晩
　から大砲の音が聞えましたが，翌日の二十三日には，明け方から盛んに小銃の音を耳にする様
　になりましたので，朝の六時頃に門の外に出て見ましたのに，老人組の隊士が多勢槍を提げて
　北出丸から入城するのを目撃いたしました。
　　八時頃には朝食を済まして祖父母と兄妹五人に林家の家族と共に三の丸に入りまして，南側
　の土手の辺に籠城することになりましたが，此時，叔父の鈴木多門が来りまして面会いたしま
　したのに，母（たに・35歳）は自刃を決意いたしまして，子供ら五人と共に其の介錯を頼みま
　したので，叔父は之を承知しまして，将に其の手筈に掛ろうとしました時に，小姓頭の某が来
　まして，未だ本丸には御姫君が御出でになって居るから，行って死生を共にせられよと諫めら
　れましたのに依りまして，自刃を思い止まりまして，本丸の大書院に参り，更に照姫様の次御
　部屋に四，五十人程の婦人子供達と共に屯いたしましたが，其の床の間には清正公の掛物があ
　りまして，一同，南無妙法蓮華経の御題目を唱へました。
　　其の後，開城迄斯くして籠城して居りましたが，最初三の丸に入城の際に小姓頭が来合せな
　かったならば，一家自刃して終りましたのに，人生運命の数奇と云ふものは，真に間髪を入れ
　ないものであると云ふことを感じました。」（「会津史談会誌」第16号。郡寛四郎談）
　ここにおいて，特に注意すべきことは，23日朝6時頃，老人藩士が既に続々と入城していたこ
とと，8時過にも，まだ家族の入城が可能であったということである。尤も，この8時というの
は今の時計の8時のような正確なものではなく。大体の見当であろう。
　なお，萱野邸は北出丸の向かいの西郷頼母邸の隣であったので，北出丸へ入って行く人々をよ
く見渡すことができたのであろう。また，寛四郎の母が，折角籠城するつもりで入城しながら一・
家自刃することに心が急変したのは，三ノ丸に避難してきた家中の者の大群集を目の前にして，
今後籠城中における藩当局の困惑を考えてのこととも考えられるし，隣の西郷家の大家族の者の
姿が全然見えないので，西郷邸の全家族の自刃したことを直覚的に知ったからとも考えられる。
この時の萱野家の子供は次男乙彦（13），三男寛四郎（11），長女りう子（9），次女いし子（7），
それに四歳の五郎の5人であった。
　次に砲術師範の家柄の娘山本八重子（23）は，そのP男装して会津城に入りたる当時の苦心』
（注1）の中に，「……八月二十三日愈々城内に立籠ることになりました時，私は着物も袴で総て男
装して麻の草履を穿き，両刀を侃んで元込七連発銃を肩に担いでまいりました。」とあって，そ
の屋敷から入城迄の経路が省略され，「……お城のお廊下橋までまいりますと，入城者が沢山集
まってをります……御本丸へまいりますと，大書院には大勢の女中が照姫様を取囲んで警護iいた
しておりますが」となって，城内でも三ノ丸，ニノ丸等は省略されて，直ちに本丸へ行くく廊下
橋〉のことが記されている。ただ，八重子が0会津戊辰戦争』の著者平石弁蔵氏に，昭和元年，
京都から送った手紙には，
　　「私の家は米代四ノ丁で，母と姉（うら子）は城に入っては只じゃまになるから別の所へ行
　こうと申しましたが，私は殿さまと生死を共にすると之に反対して抗弁中，入城せよとふれに
　きた侍があり，彼に相談すると私の説に賛成してくれました。それで，家の別当に殿さまから
　預りの馬を引き出させ，之に乗り入城したいと思ったが，そのヒマもないので徒歩にて入城し，
　三の丸から入りました。城門はその時大変手うすでした。
　　私の後から三の丸へ敵兵が三名入り，訊問して言葉でわかり首を切り，廊下橋の東にさらし
　てあった。」
　これによると，八重子の家が米代四ノ丁にあったことや，三の丸から入城したこと，入城の頃
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は防備が手薄であったことが知られよう。
　なお，入城するか否かについて家内で論争もされたようであり，『会津藩殉難婦人の最後』な
どをみると，親戚や隣家に相談に行ったり，避難の勧誘をしている文言も見られる。（注2）
　以上の入城記に，途上における敵弾に対する警戒が見られないのは，その時間が比較的早かっ
たからであろう。
　家老諏訪伊助（1，700石）の義母きちの入城について，「家老諏訪伊助の義母きちは年五十，
体格偉大，性質剛健，………西軍が侵入した八月二十三日朝，戦帽と戦砲を着け，薙刀を携え，
供の者一名を連れて追手門から入城した。」（「斗南藩史」）とあり，追手門，すなわち北出丸から
入城したとだけ記されているが，この北出丸に入る前の道筋については，間瀬みつ女の『戊辰後
雑記eに詳しく，みつ女が三ノ丸から自宅へ風呂敷包を取りに来た時，産所（産屋）に誰か火事
装束をして長刀を持った女のいたのを見かけたが，後になって諏訪きちの話を聞いて，その女が
きちであったことが分かったと記されている。
　　「八月廿三日，私は三ノ丸より屋敷へ戻り候節，産所へ出候処，何れの御婦人か立派な火事
　装束にて長刀を持ち，供一人召連れ，私産所より茶の間入口方より参候，見候へども誰人か分
　らず，言葉もかけ申さず候処，此御仁は諏訪大四郎殿内室おきち様のよし，私に物語にて相わ
　かり申候。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ね　　私旧宅小森とは一類にて勝手の都合御存じ候に付き，裏西郷境生簾を越え，是より西郷頼母
　殿馬場へ出，北大手より御城へ上られ候由御当人委細御咄なり。」
　このように表通りだけを歩かず，他の屋敷，庭園，路次などを縫いながら入城しようとしてい
るのは，既にこの辺へ頻りに飛んでくる敵弾を避けたり，敵の眼から遁れようとしていたからで
ある。すなわち，敵がこの附近迄接近していたことが知られよう。
　なお，この時からやや遅れた時刻に，同じように西郷邸を通った者に荒川類右衛門（容保公の
近侍の北原大和の臣）という者があり，之も銃火を避けながら郭内の屋敷屋敷を縫うて入城して
いる。
　すなわち，滝沢の本陣から甲賀町口へ帰着した容保公の乗馬が本五ノ丁で敵弾にあたって倒れ
たために，公が歩いて城へ急いでいた時，銃撃されて公にはぐれてしまった荒川は，その後のこ
とをP明治日誌」に次のように記している。
　　「予も走らんとせしに，早や敵は五之町より小銃打掛けた
　り。身を三宅の長屋に寄せ，同家へ飛入りたり。裏廻りして
　土屋一一庵の屋敷に出でたりしに，其時田中土佐太夫は一庵と
　共に其宅にて自殺せられしと云ふ。」
　これは，先ず三宅邸の長屋に遁れ，次に三宅邸の中に入り，
そこから裏を廻って土屋一庵の屋敷に出たところ，田中藩老が
土屋一庵とその宅で自刃していたというのである。
　なお，荒川はその時，自分の目撃した老幼婦女子の惨状につ
いて次のように記している。
　　　　　それ　　「予は夫より向ひの堀の内へ駈入り，屋敷屋敷の裏通りて，
　山崎邸の門より甲賀町通り（に出）て窺い見るに，老人婦女
　　　　まみ　子地に塗れ血に染み，泣き叫ぶ声哀れなり。或は婦人風呂敷
　を背負ひ出て逃るに妨げとなり，途中に捨つるもあり，又は
　老人背負て打たるるもあり，まことに目も当てられぬ有様な
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第2図　荒川類右衛門の入城経路
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　り。予は杉田の屋敷に飛入り，裏通りし，西郷の屋敷へ出けるに，婦人方は自殺の所へ会し，
　見るも哀れな事どもなり。」
　五之丁では，身を街路に露出していては，銃撃される恐れがあるので，三宅邸→土屋邸と身を
隠し，更に土屋邸から五之丁の通りを越えて，堀内邸に駈け込み，そこから何軒かの士族屋敷の
裏を通って，〈山崎邸の門から甲賀町通りを窺い見た〉というのであるが，次にく予は杉田の屋
敷へ飛入り〉とあるから，山崎邸からずっと甲賀町通を通って，ニノ丁に至ってから杉田邸に入
り，その裏を通って西郷頼母邸に出たことになる。（注3）
　ただ，〈婦人方は自殺の所へ会し，見るも哀れな事どもなり〉とあるが，これは西郷邸の家族
が自刃する直前や最中のことではなく，自刃した直後のことであろう。
　ここで荒川は各屋敷や町を縫うようにして迂回していた，一この間に郭内の武家屋敷の家族
の避難又は入城が進行していたのである。だから，山崎邸の門から甲賀町通を見た時の情景を
く老人婦女子地に塗れ，血に染み，泣き叫ぶ声哀れなり，或は婦人風呂敷を背負ひ出て逃るに妨
げとなり，途中に捨つるもあり，又は老人（を）背負て打たるるもあり〉と記しているのであっ
て，このく打たるる〉は敵の銃弾によって撃たれるというのである。
　荒川が甲賀町口に近い本五ノ丁から本ニノ丁の杉田邸に来る迄は，敵弾の飛来の状況をi窺いな
をがら各屋敷町を縫うように小走りであったであろうが，その迂回した距離や停滞伺窺の時間か
ら考えてみると，所要時間は30分前後ではなかったかと推定される。荒川の日記を熟考してみる
と，この間に次の三つの事が同時に進行していたことが知られよう。
　（1）　西軍の郭内（屋敷町）への進撃。
　（1［［）　藩士家族の入城又は避難。
　（皿D　藩士家族，特に婦女子（約200名）の自刃。
　勿論，西軍の郭内進撃に対しては，当初，防禦戦も果敢に行なわれたものの，甲賀町口，六日
町口が破られてからの抵抗は極めて微弱なものであった。
　さて，では入城を告げる警鐘が連打されたのは朝の何時頃であったであろうか。戊辰当時の時
の観念は今と異なって漠然としたものであった上に，明治元年は陰暦であり，しかも閏年で4月
が二回あったので，この見当をつけるのに困難で，＜八月廿三日の未明，入城を知らす割場の鐘
が股々と鳴った。〉（「中野竹子女史略伝」），或はく廿三日朝六ツ半時（午前七時）頃火事鐘打候。〉
（「戊辰後雑記」），としているのは，この日の朝の明闇の感じから言っているようにも思われる。
　次に西軍の若松城下に突入した時を基準にして述べているのは，＜戦機迅速にして火焔市街数
ケ所に発する後漸く半鐘を連打しければ，老幼婦女は驚愕し〉（「七年史」），＜入城を知らす鐘が
鳴った時は西軍が既に城下に雪崩れ込んで云々〉（「中野竹子女史略伝」），となっているが，学術的
戦史として優れている大山柏『戊辰役戦史』には，＜西軍が会津平地の入口にあたる滝沢直上の
堂ケ作山に達したのが午前八時頃，………午前九時過には早くも待望の若松城下に突入した。〉
と記されている。このく城下〉とは郭外の町人街であろう。
　それにしても，西軍が若松城下に突入して後に警鐘が連打されたとすると，その時は午前9時
前後であったであろう。また，郡寛四郎談には，〈八時頃には朝飯を済まして〉三ノ丸に入った
と述べられているから，入城の警鐘は8時より少し後に連打されたようにも思われる。（注4）
　入城の警鐘が鳴ってから時間が経過すればする程，敵味方からの発砲が劇しくなり，敵も城門
に近づいてくるので入城が困難になり，城門も鎖されるわけであるが，ここに非常な危険を冒し
て西出丸から入城した婦女の例がある。
　国産奉行河原善左衛門（130石）の家族の場合，妻あさ子は善左衛門の母の甥にあたる高木文
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之進の姉妹二人，善左衛門の母菊子（65），長女園子（8）と下僕とを連れて，本一ノ丁自宅を
出て入城しようとしたが，猛烈に弾丸が飛んでくるので進むことができなかった。
　それで，川原口郭門を出て石塚観音迄行ったところ，そこで母菊子が自刃したので，あさ子は
余儀なくその介錯をし，長女園子を納得させて自分の手にかけて殺し，この二人の首を，下僕に
大窪山の墓地に葬るように命じて，高木姉妹と共に湯川の橋を渡り，花畑を通って南町口の郭門
から西出丸に入ろうとした時，（1）大町通の北方からは敵の銃の乱射，（2）之に応射する味方の
西出丸から大町通の方への猛射。この両方からの十字砲火に阻まれて進むことができなかったの
で，その身を杉本邸の門に避け，暫く機会を窺って漸く西出丸の讃岐門から城内に入ったのであ
った。
　このように敵味方の銃火のため入城を妨げられたのは，石塚観音などで多くの時間を費してい
るうちに，戦が次第に酬になってきたからである。
　河原善左衛門の妻が他の婦人のように入城を諦めずに遮二無二障碍を克服して入城を敢行した
所以を考えてみると，単身入城するため既に母や娘の介錯をしていたので，今更諦めることがで
きず，必死となって入城したことにもよるが，恭順論者であった夫の真意を自分等家族の行動に
よって反証したかったからであろう。
　なお，平石弁三氏は，この妻の名をやす子として，入城する時の扮装について，＜西軍既に殺
到し来るを以て，其妻やす子意を決して白無垢に着換へ裸を掛け小袴を穿ち，白の鉢巻をなし，
i薙刀を提げ，其名を書したる布片を袖に縫付け〉（「会津戊辰戦争」）と記しており，この頃既に夫
の善左衛門も長男勝太郎も，滝沢口から攻めてきた西軍と戦って，夫は戦死，長男は戦傷して自
刃していた。
　以上に示した例は，いずれも郭内（屋敷町）から入城したのであるが，郭外から馬場口門の辺
を越えて三ノ丸に入った子供の例が早川喜代次ff史実会津白虎隊sの中に紹介されている。これ
には入城合図の早鐘，婦女子の避難の有様，遅れて城門に来た者の惨状なども記されている。し
かも，これは当時12歳であった藩士の子供佐野藤太郎が，弟を連れて西隣の馬場口門脇の柵を乗
り越えて郭内に這入り，そこから三ノ丸へ行くという子供二人の入城記である。
　　「これより前，令達あり，『士分の家族は早鐘の報あらざれば逃避難を禁ずdiと。この日朝
　の食卓整ひしも食膳につく者なく，只座敷に集まり砲声を聞き居るのみ。余は役所に在る父
　（藤之進）に雨具を届ける為に役所に至るに，皆出陣を命ぜられたるものの如く一人も在所に
　居らず。よって雨具は小使に託して急ぎ帰途につきしに，豊計らんや突如として早鐘の乱打を
　聞く。余は章太天の如く馳せ帰りしに，家には既に人無く砲声のみ刻々近づきつつあり。
　　余も亦避難せんと北方に向って走る。途中叔父に出会ひ，ff北方へ行くは危険なり，北方よ
　り敵来るにつき南方へ行くべしsと言ひ捨て抜身槍で北方に去りぬ。よって，大工町を下り甲
　賀町より南行せんとせる時，〈官軍来る官軍来る〉と連呼する声周ねし。この時大工町を埋め
　し避難者急に逆行せる為，人の上に人重なりて，傘の折れる者，女子の泣き声喧しく，道路は
　人と荷物で足の踏むべき余地もなし。
　　　　　　かつ　　依て余が曾て知れる堀端の笹藪中に細道あるをたどり，南の細道に入りし時，不思議にも弟
　（入歳）に出逢ひたり。弟をつれて馬場口御門に至るに，門は堅く閉され，木材や畳を用ひて
　密閉せり。この時はからずも横に柵のあるを見つけ，先ず弟を柵に押し上げて乗越えさせなが
　ら土手上に至るに，太き縄十重廿重に張られ，或は丈余の石垣に出合ひ，或は刀をもって縄を
　切り，又紐を垂れて飛び降りて逃げたるも，馬場口御門は遂に破られ官軍進み来り，多くの避
　難者は雪崩を打って倒され助けを呼ぶこと彩し。
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　　幸，官軍は味方の兵を追っ
　て北方に去りたれば，急ぎ三
　の丸に至れば正に閉門せんと
　せる所，辛うじて押し入るこ
　とが出来た。この時遅れてき
　た人々は門前にて敵弾に艶れ
　し者数知れざりき。」（「籠城戦
　記）
　ここで注意すべきは，親が見
えなくとも，子供は堀端の笹藪
中の細道までも知っていて，門
が閉されていても柵でも土手で
も乗り越えて郭内に入り，避難
者の群集を潜り抜けて三ノ丸に
押し入っているということであ
る。武士道に凝り固まった女親
などがいたら自刃させられたで
あろうに。尤もこの場合，女親
コ「
六日町口
第3図郭　門　附　近
も一足先に何処かへ避難したように思われるが一
皿　間瀬家族の入城とその経路
　会津藩士の家族の入城者は五百余名とされているから，8月23日に，この大部分の者は万難を
排して，三ノ丸から入城したものと考えられるが，これらの入城前後の情況，特にその入城経路
について詳記したものとしては，間瀬みつ女の『戊辰後雑記』が唯一の文献であろう。
　間瀬一家入城の様子は，朱雀二番足軽中隊頭（350石）間瀬岩五郎（29），白虎二番士中隊員間
瀬源七郎（17）の姉みつ（39）の日記風の覚書『戊辰後雑記sによって詳細に知ることができる
だけではなく，之によって，当日の郭内の婦女子の入城情況の大概が推定される。
　先ず，之によって前日の22日の条を見ると，
　　「明治元戊辰八月廿二日朝五ツ半時頃（午前9時頃），屋並み触れにて，猪苗代方面切迫致
　し候につき，十五才以上，六十才迄の男子，御城へ相詰め候様申し来り候につき，即刻源七郎
　儀，洋服にて鉄砲持参にて，御城へ出候事。
　　同刻，親，新兵衛儀，平服にて羽織袴の事，御機嫌伺ひに登城致し，御供には若党善吉，仲
　間早介召し連れ，善吉は屋敷に帰り，昼夜御弁当上げ，槍持覚内と替り替り御供侍ちいたし居
　り候。」
　8月22日午前5時頃，保成峠の敗報が鶴ケ城に達すると，城内は名状し難い不安の柑渦と化し
てしまった。保成峠を越えた西軍が猪苗代湖畔を進んで日橋川を越え，若松郊外の戸ノロ原に進
撃してくることは必至の情勢であった。
　これを防ぐためには日橋川に架けられた十六橋を撤去し，戸ノロ原において防戦を試みる外は
なかった。
　その頃，会津藩の精兵は殆んどみな越後口・白川口・日光口等の各戦線に遠征し，城内には戦
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闘力のある者が極めて少なく，幼少老年の者や婦女達ばかりであった。すなわち，前述の屋並み
触れは，残留の老年者や士中白虎隊に対する緊急召集であったとも考えられよう。
　先に農工商から志願者を募り，臨時編成した奇勝，敢死の二隊約180～190名，および吏員・神
主・僧侶等を以て編成した游軍隊，寄合組約70～80名が戸ノロ原方面へ出発したのであったが，
なお，藩主松平容保は士気を鼓舞し，西軍の進攻を戸ノロ原で食い止めようとして，自ら白虎士
中二番隊，その他計200名前後の兵を率いて，22日午後1時頃，三ノ丸を出て滝沢峠へ向かった。
　元来，城内にあって藩公の直属護衛に任じていた士中白虎隊が藩公と共に前線に出陣したり，
既に隠居の身の67歳の老士が登城するという事実は，事態が如何に急迫していたかを無言のうち
に語っている。
　新兵衛の御供に若党善吉と仲間早介が召し連れられ，善吉がまた屋敷へ帰って，昼夜弁当を届
けるために，槍持覚内と交代で御供待ちをするということも，新兵衛の容易ならぬ昼夜勤を暗示
している。
　　「廿二日昼過ぎ雨降り，猪苗代方面切迫致し，見祢山神社へ火かかり候哉などと風説これあ
　り候。」
とあるが，之を山川健次郎F会津戊辰戦史sによってみると，
　　「八月二十二日，西軍大挙して猪苗代城を襲ふ，城代高橋権太輔衆寡敵せざるを慮り，見祢
　山土津神社の社司桜井豊記をして神体を奉じて若松城に赴かしめ，火を社殿と城塞とに放ちて
　退く，此日猪苗代足軽君島郡内の女ろく（五十一歳）時事を慨して其の家に自刃す．」
とあり，22日の午後4時頃には薩摩軍の先鋒，川村部隊は十六橋を突破して，戸ノロ原の東端に
到達していた。この部隊はミニエー銃，スナイドル銃の外に七連発のスペンサー銃を十挺も備え
ていた精鋭部隊であったため，十六橋を破壊して敵を此処で食い止めようとしていた会津の奇勝
隊の火縄銃やヤーゲル銃では到底抗することができなかった。（注5）
　翌23日になると，板垣退助参謀の指揮する土佐・薩摩・佐土原等の諸藩の三千の西軍が戸ノロ
原に殺到してきた。
　このような危急の秋であったから，22日夜には，さらに藩の家中の者に屋並み触れが発せられ
た。
　　「同日（二十二日），夜に入り屋並み触れにて，火事鐘打ち候節は婦女子共，御三ノ丸へ出候
　様申し来る事，又々屋並触れにて，建馬これあり候やからは，御馬屋へ相納め候様申し来り候
　に付き，即刻，建馬，馬具付にて，別当に若党小吉添人にて，御馬屋へ相納め候処，先方にて
　申し候は，所々より数疋納めに相成り繋ぎ場所なく，手元馬屋につなぎ置き，御用の節は申し
　越し候様，其儘馬戻り申し侯也。」
　この危急を告げる火事鐘は，鶴ケ城の西北隅に当たる割場という所にあって，この鐘が打ち鳴
らされた際には，郭内数ケ所にあった鐘も之に応じて鳴らされることになっていた。
　次に配布された触れ書は，軍用に供することのできる馬の所有者は之を御馬屋に差し出すよう
にということであった。馬を引いて行ったところ，既に幾疋かの供出者があって，もう繋ぎ場所
もないから，御用の節は言ってやるので，それ迄手許に置くようにと言われて，その儘，引いて
戻ったというのである。
　なお，22日夜については，平石弁蔵『会津戊辰戦争」には，
　　「八月二十二日夜，戸ノロ原の砲声轟々として城下に達するや，市民避難の準備をなし，徹
　宵一睡だにせず，而して西軍如何に勇敢なりといへども，若松に入るには尚一両日の余裕ある
　べしと想ひたるに，砲声刻々と近づき，悲報頻りに至るを以て，市民の恐怖一方ならず。」
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とあり，間瀬家では，23日は未明に朝飯を済ましていた。すなわち，
　　「廿二日終夜，猪苗代方面所々に火の手相見え，砲声の音絶え間なく聞え候事故，廿三日朝
　飯も夜明け前に仕り候也。」
ところが，城内から屋敷へ戻って来た槍持の覚内に，戦況を聞いてみると，実によい加減なもの
で，
　　「早介と覚内御供交代致すべしと申し付け，早朝覚内御城より戻り，食事致し（居り）候故，
　いくさの模様はいかがに候やと承り候処，戸ノロ原頻りに撃ち合ひの由に候へども，此方まこ
　　　よ　とに能き勢にて，追ひつ捲くりつ（の）よき風説と承り候と申す故，悦び居り候処……」
　味方の方で敵を追い捲っているという噂だというので喜んでいたところが，突然，火事鐘が打
ち嶋らされたので，それからは大騒ぎになった。
　　「廿三日朝六ツ半頃（午前7時頃），火事鐘打ち候ゆえ，直ちに仕度いたし，親，新兵衛御
　召換羽織・小袴・御足袋・当用品々（を）入れ，風呂敷包に致し，外に陣笠，御弁当（を）覚
　内に相渡し，それより馬屋へ参り候処，覚内申し候は，是より馬を走り，御跡より御召替，御
　弁当は御隠居様へ上げ候間，馬は御案じなく，御三ノ丸へ御出でなされと申し，それより私共
　（の）供致す様申し付け置き候若党小吉，善吉，下女壱人行方知れず，よんどころなく家内ば
　かりにて，御三ノ丸へ出，雨降りにて殊の外難儀也。」
　入城の緊急警鐘が鳴らされ，一家の者が御三ノ丸へ避難しようと準備中のところ，若党小吉，
善吉，それに下女一人が逐電してしまった。もう再び屋敷へ帰ることも考えられないので，父親
に今後必要な品々を届けること，馬の処置などを命じたものの，使用人には逃げられ，しかも雨
降りの際とて，間瀬一家にとっては大難儀なことになった。
　それで，女達各自はそれぞれ風呂敷包を背負い，あるだけの大小刀を分けて腰に差して入城す
ることになったが，若党に担がせるつもりで用意して置いた要用品を入れた駕も，今更打ち捨て
ても行かれず，姉妹二人で担いで行くことにした。
　　「面々風呂敷包を背負ひ，大小を差し，垂駕に要用の品を入れ，私とのぶにてかつぎ参り，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　もこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御三ノ丸入口にて人々（に）頼み，私戻り，私より先につや御三ノ丸より屋敷に戻り，品々を
　持ち，御三ノ丸へ戻り道，私は屋敷へ戻りに，六日町通り上田の前にて逢ひ，急ぎ本ニノ丁を
　下り候処，鉄砲玉耳元へ参り，向ひ（の）宮下藤太母，孫女おしま，さく下へ立退きの様子
　故，私も声をかけ，下は危き故，上へ御出でなされ候様申し候へども，中々耳へは入らぬ様子
　なり。」
　本文には見えないが，先ず御三ノ丸へ入ったのは，母ます（58），きよ　（22，赤羽家へ嫁いで
いて，臨月の身），岩五郎の妻ゆき（22），赤ん坊の清吉（生後6ケ月），ゆふ（19）の五人で，
母は赤羽家へ嫁入って妊娠中のきよの介添えとなり，岩五郎の妻のゆきは赤ん坊を抱いているの
で，末妹のゆふが之に附き添って，これ等の5人は安全第一として身軽な姿で御三ノ丸に入った
のであろう。したがって，残った三人のみつ（39），のぶ（33），つや（31）は多少の危険は覚悟
して，できるだけ必要品の搬入に従ったようである。
　すなわち，みつとのぶは軽い垂駕にせよ，雨の中を之を担いで三ノ丸の入口迄行き，みつはま
た屋敷へ荷物を取りに戻っているが，つやはそれより先に屋敷に戻って，また荷物を持って三ノ
丸への戻り道に，六日町通りの上田邸の前で，屋敷へ荷物を取りに戻るみつに逢っている。つま
り，二人は此処で〈すれ違っ〉ている。
　これは，その屋敷が城に近く，それに年増の女が揃っていたからでもあろうが，これは唯の一
回の入城にも遅れて，逃げ場を失なって難渋した他の屋敷の婦女子とは大分異なっている。また
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　これは向かいの宮下家の女達が，のぼせ上ってしまって，危険な下の方へ立ち退こうとし，みつ
に警告されても耳にも入れず，下の方へ逃げて行くのと全く対照的である。
　宮下家の女達は，本ニノ丁から下の方へ避難しようとする様子であった。敵は郭の下の方，即
ち甲賀町口の方から侵入して来ようとしていたのであるから，早くその反対の上の方へ避難しな
　　　　　　　　　　おそれければ逃げ場のなくなる虞があった。この後にも出てくることであるが，甲賀町通りの方でも，
係の藩士がく御婦人の方は上の方へ立ち退くように〉と頻りに叫んでいるのが見られた。
　　「甲賀町通の方にても，声々に下には御婦
　　　　　　　　　　　　　　　　の　人様御下りなく，上の方へ御立ち退きなされ
　候様申し候事に御座候。それより内に入り，
　風呂敷包持ち出し候処，あまり激しく鉄砲玉
　参り，よんどころなく二つの包のうち壱つは
　風呂敷包，裏門石の上に置き，是は私の衣類
　包なり，清吉衣類は差し支へ候はんと，持参
　致し大きによろしく候。私共姉妹三人は若党
　　　かぶ　笠を被り，雨を凌ぎ申し候。」
　前には，〈鉄砲玉耳元へ参り〉とあったが，
その後，　（敵が次第に近づいてきて）益々激し
く鉄砲玉がくるので，まごまごしてはおられず，
手許を軽くして早く避難しようと，折角持ち出
した二つの風呂敷包のうち，一つは裏門の石の
上に置き捨てにしてきたというのであるが，そ
れは自分の衣類を包んだものであって，清吉
（赤ん坊）の衣類を置いてきては後で困ったこ
とであろう。
　西出丸
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　　　　　　これは持参してきて本当に良かったと思う。
　清吉はみつの甥であるが，いつも清吉を我が子のように可愛がって，その生長を祈っていたこ
とは後にも屡々記されているところである。
　　「それより御三ノ丸へ戻りに六日町通り（へ）此方より口々に出候人々大勢と一同に（て），
　御三ノ丸へ参り候処，いかがいたし候にやと，皆々案じ候なり。」
　すなわち，甲賀町通りと六日町通りによって挾まれていた本ニノ丁，本三ノ丁，本四ノ丁の人
々が，甲賀町通が危険なので，それぞれ六日町通へ出て，そこで合流し，大勢一緒になって御三
ノ丸へ入ったものの，さて，これからどうしたものかと一同不安に思っていた。
　この頃，六日町口の郭門が先に破られ，それ迄甲賀町口で闘っていた会津兵は，六日町通から
本四ノ丁を進んできた西軍によって，甲賀白の背後を遮断されて苦戦していたようである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こも　　「御三ノ丸，操練稽古小屋に居り候。それぞれ世話致し，雑物小屋より雪菰など投げ出しお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざい　り候処，追々切迫致し，所々に火の手上り，此小屋も危く相成り，在なりとも，御城へなりと
　　　　　　　　　　　の　も，勝手次第に御立ち退きなされ候様申し候。」
　三ノ丸の中央に操練所（軍事教練をする所）があり，その附近に小屋があったので，みつ達は
此処で休んでいると，避難者が次第に多くなってきて，小屋の他の方にも休む場所が必要とな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごもり，雑物蔵の中から敷物代りにさせるために頻りに雪菰を投げ出してくれている者があった。
　〈所々に火の手上り〉は必ずしも城内に限らず，この頃，郭内の屋敷で入城しないで自刃の道
を選んだ者や之に介錯をしてやった者が，その家に放った火のことも言っているようである。
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　なお，ここで藩士が三の丸に入っていた婦女子に向かって，＜在になりともお城へなりとも，
　　　　　　　　の勝手次第にお立ち退きなされ候様〉と触れ廻っているのについて考えてみると，会津軍は西軍の
急襲を戸ノロ原で食い止めることができなかったのに，家中の老幼婦女が三ノ丸，北出丸等に殺
到したため混乱に陥入ったことと，今後の長期籠城が予想されるに至ったので，藩の軍事局で
は，急に城外避難の道を開くことによって，入城者の制限を行なう方策を採るに至ったものであ
ろう。
　だが，既に三ノ丸に入った老幼婦女子は，最初から籠城は覚悟のこととて，殆んど皆本丸の奥
御殿の方に向かった。
　すなわち，三ノ丸の雑物小屋からニノ丸の南門を廻り，そこからニノ丸に入り，さらに進んで
ニノ丸と本丸との闇に架けられた廊下橋を渡ろうとしていた。ただ，ニノ丸と三ノ丸は本丸のよ
うに城塁の上に白要の城壁があるのではなく，その周囲には樹木やカラタチの生垣の土堤が廻ら
されていただけであったから，この中へは敵弾が頻りに飛んでくる有様であった。この時のこと
について覚書の筆者は，後で当日のニノ丸内の情景を次のようにやや詳しく追記している。
　　「私廿三日御城に入り候節は，御三ノ丸小屋にも風呂敷包など置き捨てに致し，ニノ丸に入
　り候時，鉄砲玉参り，向ふを見れば，火の手上り，燃え上り候はいつれに候やと承り候処，則
　ち御城なりと答へられ，それにては何も入用なく，傘，風呂敷包など投げ，今に火にはいり死
　すなりと存じ，其人はうろたへる人などと考へ候。
　　また，ニノ丸の内にても，行届きし方々は，御婦人方，此方（の）土手の下御通りなされ候
　へば，鉄砲玉参らず候間，大勢声々に御世話下され候。
　　此所にて秋月登之介馬上にて抜身を振り廻し，君恩を報じ奉るは此時なるべし，婦人共は内
　へ入り，男子は琶て戦ふべしと大音声に駈け廻り申し候。此秋月は池上又八伜なり。是は八月
　廿三日（の）事也。」
　〈向ふを見れば火の手上り〉のく火の手〉はこの時刻から考えてみると，郭内の屋敷（自刃者
のあった）に放たれた火の手ではないかと思うが，之に対し聞かれた者が之を確かめもせず，
〈お城なり〉と独断的に答えて女を驚かしている。
　或いは，また，女性に対してく御婦人方〉と丁寧に呼び掛け，土手の蔭（内側）を通れば鉄砲
玉の危険はないと，避難の誘導をしてくれる行届いた藩士，この時とばかり馬上に抜身を振り廻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へいげい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して，凛々しい姿を誇示しく婦人共〉と脾睨する藩士，同じ藩の武士にしても様々である。みつ
は，この凛々しい藩士に対し，その出自をよく知っていたと見え，特にく此秋月は池上又八伜な
り〉と注記しているのも面白い。（注6）
　この時の鉄砲玉は，既に西軍が本一ノ丁の西郷頼母邸前や桜ケ馬場の辺迄進撃してきて，そこ
の土堤を胸壁として，北出丸，ニノ丸の方に向かって盛んに発砲していたことを語るもので，こ
の頃には北出丸に最も近い西郷邸の家族親族の二十余名をはじめ，郭内の武家屋敷の老幼婦女子
の約二百名は，入城や避難よりも，自刃の道を選んで，国難に殉じ鮮血にまみれていた。
　　「それより南御門を入り，ニノ丸を通り，御裏門を入り，段々参り候処，私共も前後初めて
　の事なれば，一向不案内の所，大勢槍などさげ居られ候故，御錠口（注7）は何れに候やと承り候
　処，折よく祐筆原之介，此所が御錠口なりと教へ下され，それより奥へ上り，局へ参り，瀬山
　・うた両人部屋（注7）に居り候処，此方へ参り候様女中御差図にて御休息（注7）へ参り一夜居り，
　又々御小書院に移り候処，きよ事少々産（気）催し御座候につき，元の瀬山・うた部屋へ戻り
　申し候。」　〔進路は，（ニノ丸）→（廊下橋）→（長局の手前に見える走長屋に添うて裏門へ）→（裏門）→（奥御
　殿の前にある御錠口）→（奥御殿）→（長局）である。〕
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会津藩婦女子の籠城 15
とあるが，後で「廿六日，きよ事産催しに付き，つぼね瀬山・うた部屋に戻り，廿七日朝女子出
生致し候。」と記しているので，小書院から，また瀬山部屋へ移ったのは廿六日のことで，それ
迄は小書院にいたように思われる。
　本丸の表の玄関を入った所を広間と言い，その奥の表向の正殿を大書院，小書院と呼んでいた
が，鶴ケ城が敵に囲まれてからの大書院，小書院は，
　　「本丸の大書院，小書院，その他金の聞等は皆蒲生氏の時建築せるものにして頗る宏壮な
　り。敵の囲みを受けしより或は病室と為し，或は婦人小児を収容せり。戦酬なるに及び病室は
　殆んど立錐の地なきに至り，手断ち足砕けたる者，満身靡欄したる者雑然として哺吟す。」
　（山川健次郎『会津戊辰戦史』）
の一文が之をよく説明している。
　8月23日に入城していた間瀬家の者は，父新兵衛（67），母まつ（58），二女みつ（39），三女
のぶ（33），四女つや（31），六女ゆふ（19），岩五郎妻ゆき（22），岩五郎伜清吉（1），赤羽恒
之助妻きよ（22）で，このきよは新兵衛の五女であって，隣家の赤羽家へ嫁していたのであっ
た。また岩五郎（29）は既に出陣して城外にあり，次男源七郎（17）は，この日，白虎隊として
飯盛山で自刃して果てたのであった。
　隣家の赤羽家に嫁していたきよについて，みつは次のように記している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　「妹喜代事，産臨月にて，赤羽氏より預りおり，大きに心配致し，立退きの時もいかが致し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　候て都合よく侯や，隣家へ参り，母談じ候処，私共に一緒に立退き候様仰せられ候につき，籠
　城も一同に致し候事。」
という次第で，実家の者と一緒に入城したのであった。そして，入城の翌日産気づいたために，
小書院から奥女中の瀬山・うた部屋に戻されたのである。
　みつは入城の23日に，奥からの指示によって，城中の兵にやる玄米の握り飯を作り，妹ののぶ，
つや，ゆふの3人は負傷者の看病に従ったことは，
　　「廿三日，奥より御指図にて，手すきの者は手負ひ看病に出候様，右につきのぶ，つや，ゆ
　ふ，御手負ひ看病に出申し候。私は結び握りに出候様に付き，黒米御結びにて固まらず，手拭
　に絞り固め候事。」
　この時，城内には白米が殆んどなかったので，玄米で飯を焚いたために，婦人達は之で握り飯
を作るのに大変に苦労していた有様が偲ばれる。
　　　　　　　　　　　　　　ラ←　　　　　　　　　　・涛　　　　　　　　　　勢　　　　　　　　　　ラ←
　　　　　　　　　　　　　かか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお，24日には，赤ん坊を抱えた岩五郎の妻ゆきは，城内へ撃ち込まれた破裂弾によって頭部
に負傷し，27日には五女のきよが女児を産み，この二人の赤ん坊は，籠城中の食糧欠乏と砲弾炸
裂の続く鶴ケ城の内に育てられてゆき，この間に父新兵衛も当主岩五郎も壮烈な戦死を遂げ，聞
瀬一一家の苦難の道は開城後も永く糸を曳いて続くのであるが，今回は専ら焦点を戊辰8月23日の
入城に絞って記したものである。
　ただ，私は念願として，歴史を抽象的観念的な大なる枠組の中に押し込めることによって，枝
葉の間に見られる真実性を枯らすことなく，なるべく具象的文芸的な資料を選んで，その中から
　　　　　　　なま人間の多様性や生の歴史の機微を探ろうと努めたものである。なお，『戊辰後雑記sは纒った立
派な人生記録とも見られるので，今後は，之を中心として，籠城中の婦女子の生活を調べてみた
いと思っている。今回は，その序説である。
（注1）◎山本八重子『男装して会津城に入りたる当時の苦心』……明治42年11月発行『婦人世界』第4巻第
　　　　13号。
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（注2）◎和田甚吾の継母みわT，妻なか子の場合一「偶々隣家の婦人来りて，共に難を避けんことを勧め
　　　　しも事に託して之に従はず」（「会津藩殉難婦人の最後」）
（注3）◎荒川類右衛門が西郷邸を去った後に，進撃してきた西軍（土佐藩士）の中島信行が西郷邸に入り，
　　　　自刃したが未だ死に切れずにいた細布子（16）の介錯をしてやった。
（注4）◎警鐘乱打の時刻。西軍が城下に突入した時刻，城内の警鐘の乱打される時について，永岡慶之助氏
　　　　は次のように記している。
　　　▲「戸ノロ原の戦が午前六時頃で，二時間後の八時には，もう先鋒隊が城下へ突入するという速さだ
　　　　った。……容保は弟定敬と別れると，甲賀町口郭門一すなわち北追手門へと引揚げたが，そのあ
　　　　とを追うようにして，土佐藩の先鋒隊が城下へ突入した。急を告げる城内の警鐘が乱打され，会津
　　　　勢と西国勢の銃撃戦が町並みのそこここに開始された。」　（「会津戦争始末記」）
　　　▲8月22日夜，若松の七日町の某旅店に泊った二本松藩士の黒田伝太の記録によると，　「二十三日払
　　　　暁，目を覚し見れば，降雨の音あり，又小銃を乱発するが如き音の聞えたるに，一同を呼び起し，
　　　　二階を下り，勝手に至れば，旅亭の家族共が敵来れり早く逃げうとの大騒ぎをなし居る有様なり。」
　　　　（「二本松藩史」）とあり，郭内への進撃はとにかくとしても，若松城下への突入は案外に早かった
　　　　のではあるまいか。
（注5）◎会津藩で使用した火砲。山川健次郎氏，飯沼貞吉氏（白虎隊の生き残りの士）は，平石弁蔵氏（「会
　　　　津戊辰戦争」の著者）への手紙に次のように述べている。
　　　△「白虎隊などの携候はヤーゲルに相違無之候が，是は外国の廃銃ならんと承り及候。心掛け宜敷人
　　　　　（河原善左衛門など）夫々宜敷銃（シャスポー，スナイドル等）を私有いたし居候者も，有之候ひ
　　　　しやに存候。……之を要するに，銃はゲベル，エンピール，ヤーゲル等にて，後装銃は甚だ稀に，
　　　　薬棊は皆紙にて候ひき」（山川健次郎）
　　　▲「大砲は当時会津軍に於ては四斤砲と六斤砲との両種を使用したるものなり，其数は確と分らざる
　　　　も大約6，7門はありしならんと思はる。……右の外の大砲としては城内本丸天守台の下層に約二
　　　　十門位ありしことを記憶す。之は大小種々あり……是は蒲生時代よりの遺物と云ふことを聞けり。
　　　　尤も之は戦時には使用せしや否や分らず。
　　　　　小銃はゲベルと称するものにて，二つバンドのもの之は元込にあらず。筒の先きより込め雷管を
　　　　以て発射するものなり。之は凡ての兵士の使用したるものなり。外に七連発元込め銃ありしが，之
　　　　は隊長のみに限り交付せられたり。白虎隊の使用したる銃はヤーゲルと称し，ゲベルよりやや短小
　　　　なり。尤も筒の表面は円形を為さず，六角形を為せり，口内々面は螺旋の筋あり。之も筒先より込
　　　　め雷管を使用したるものなり。……当時の戦争中，会津に於て火縄銃を使用したるが如きことを云
　　　　ふ人あれども之は絶対になし，何れも前述の如く外国製のものを使用したるものなり。」（飯沼貞雄
　　　　＝貞吉）
（注6）◎秋月登之助は田島の代官江上又八（16石3人扶持）の子である。
（注7）▲御錠ロ……幕府，諸侯などの邸内の表と奥との境界の出入口，奥御殿の出入口，
　　　▲御休息……会津藩主の休憩室，八畳の間であった。
　　　▲両人部屋……ここでは，瀬山とうたの両人に割り当てられた部屋で，長局の一室である。
〔附記〕▲鶴ケ城の開城の際，西軍に報告された婦女子の数は575人，奥女中の数は64人である。
　　　▲藩老山川大蔵の家族の入城者……8月23日に大蔵の母，妻とせ，弟健次郎，姉妹の二葉，操，常盤，
　　　　捨松の7名が入城。大蔵は26日に一隊を引連れて彼岸獅子を奏して入城し，その妻とせ（19）は9月
　　　　14日に本丸で中弾のため死亡している。
　　　▲「会津藩殉難婦入名鑑」（会津史談会報第八号所載）によると，殉難婦人の数は233名に達している
　　　　が，これ等の者の大部分は，当初から入城を断念して，自刃の道を選んだものであり，本稿では特
　　　　に必要のない限り，之についての叙述は割愛した。
